





































































































































































































































12 山 上 有 一 道
人
名 阿 州 陀 。 年 五百歳有





有玄妙之徳゜即与衰子 詣 之 稽 首 。却 叉 手 立 。 名 阿 周 陀 。 久 処 山 間
尋 ネ 過 （ 遇 ？ ） テ 此
六 度 集経





























便生月 ＾匹 象五 千大 法治国名
為葉英 去不 太














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































本 と 一 致 す る の は 25 1 36 の ― 二 例 、
前田家本と一致するのは3738のみである。東






























疫 波 羅 密 を 行 っ て 仏 と な っ た こ と 、
その本生盟と
して太子須大撃の話が語られていく。
六 度 巣 経 に は 八
巻にわたって話ら
れる本生障の一っとして巻第
二 第 四 章 に 須 大 怒 経 （ 須 太 翠太 子 本 生 ） が 収 め ら れ て い る 。 六 度集経巻第一の冒領に「問如是」があ
り、巻第二の須


























































雲 路 修 氏 の 指 摘 さ れ て い る 通 り で あ り 、
「 心
一云竺ツ人
ヲ
憐
レ
7
」
としたのは為憲の文学的創造である
。
この人物設定に基づいて無
-23-
-24-
•9
． 
私の
布施、相手の為には自分の最愛の妥子までも布施して悔いな
い太子 話が展開していくのである。
椋いて、太子須
大怒経では、太子の成長する姿を描き、あらゆ
ることに秀でた太子 貧しく病める人々に布施したい由を父に申し出て許しを得
、
「四遠
人
民有従百里来者千里来者万里外来者。人
欲得食者飽之。欲 衣者与之。欲得金銀珍宝者恣意与之。在所欲得不逆其意1とある。六度集経では「欲得衣食者応声恵之。金銀
．衆珍車屈田宅無求不与
9
と叙述しているだけである。この部分を
前田家本では「貧者
遠近
幾江匂
姑錢豆
宝随乞悉与LJ、東寺本で
は
「貧シキ
人
近
キモ
遠
キモ集リ
来
ープ物，
乞
フ王ノ財
免
ルシ任夕
レハ随乞テ必ス与ごとある。ど
ういう人々が布施を
乞うた
かは、
太子須大痒経
のど
の
くらい遠方から来たか
という壮大な数値を重
ねた記述を、その意をくん 要約 、前
後
関係から
「王ノ財
免
JI
シ任タレパ」と説明を加え、後に力六＋の白象を敵国に与えた太．子の行為を正当化し．うる記述を用意しているのであ
る。そして両
出典をふまえて
「随乞悉与フ（必与フ）」と述ぺていろ。
全体的に、用いられ
てい
る漢字が二出典で迫う場合は、前田家
•本
が
出典に近く、東寺本の方が割合に罪れていて、和語に近いも
のが
用い
られている傾向が強い。
五
三宝絵と二出典との関係は 両方の出
典の内容をふまえた場合
．と、どちらか一方の出
典に依拠している場合と、両方に無関係な
場合とがあり、各々について語句まで近似している場合から要約の坦合まで考えられる。今、三宝絵が
各々の出典からど
のように
摂取していろ
かを知るためには、どち
らか一方 に
依拠して
いる場合につ て調べるとよい
この
場合
にも、どちらかの文が存在せず、一方にのみ共通する
場合と、双方の文があ
ろが字句の表現に多少の相
違がある場合ど
ららか一方の
字句にのみ依拠し
ている場合とがある。
前者の例
例文8.22
後者の例
例文23
習息王有行嬰華上白象。名須壇延。多力翡。
例
文
"-バ"[+[
六
十象
。
＠
王
一ツノ臼キ象
有
リカ六十ノ
象
ーー等y
®復迩婆羅門来乞車。太子即以車与之。
例文
{®又忌梵志来乞其車。即
下
要子以車恵之。
®又
行人来乞車下
要
与
m
①
又行
ケハ
人
車マヲ
乞
フ
要
ヲ
下
＞テ屯ヲ
与
ヘッ
出典からの摂取は、原典を大巾に省略縮小もするし、必要とあ
らば一方の出典だけの記述にも依拠して内容を豊か
にすろ、また
一方の出典にある字句のみも採用する。太子の子の年令を明記することによって、子ども
の幼さいたいけなさを言外に表現し、白
象の力強さ、国防
上の
重要性を六十
象
をたおす力があると具体的
太子須大罪経六度集経
語句二六一七
九0
(一七）
三0
( 
これらの例は、説話全体
にわたって存在し、中ほどとか末尾とか
に偏っていない。その数の多さに驚かされる。
更に注意しておきたいのは、三宝絵には出典に語句の見出され
ない、作者の文学的潤色が数多くあり、出典と異る人物像として造型されている面のあることであ
る。（別摘で取上げる予定）
六
以上の隣査から、三宝絵の
出典からの摂取について、次のよう
に結論できる。
三宝絵の作者は、上巻十二話を叙述する際、太子須大路経と六
度集経とを説み、これらによっ ―つ 説話を構成し、この説話
0) 
五五文
に示す語を採
用し、車を与えるために乗っている変を下して歩か
せまでしたと
、
太子の布施に対する心入れのほどを具体的な行勁
〗によってより深く表現し、変を犠牲にする悲劇
をも暗示している。
このよ
うな規準で全体の文を比較検討し、用例数を洞ぺると次
のようになる。前者の場合は「節」とし、後者は「語句」とした。前者 うち長文を要約した節は（）で示した。参考までに「三宝絵略注」の一文
全てが出典の一方にのみ依拠した内容のものは
どれだけあ
るかについても閲ぺ、「文」で示した。
一集
4「高山寺蔵「三宝絵」詞敢遺文」小林芳規 にふさわしい語句を、両経典のどららからと限定せずに、自由自在に取捨選択 ている
。原典の大部な太子須大班経の方から多く
摂取されていろが、六度
巣経からも
見劣りする
ものではない。し
かも日本人（内親王）を読者とした説話
としてもふさわしいよう
に、多くの文学的潤色を加えながら、須大挙太子のたぐい稀な物語をまとめ上げて
いるのである。
（注）Lrgm―二宝絵渠成」小泉弘・高橘伸幸
.―lO
「三宝絵」研究文献目録
21と同じ。31と同じ。凡例
昭五三・三
5淡字と同格に、自立語を万菓仮名・平仮名・片仮名で柑いてい
る七語も、仮名一字ずつで計上している。漢字
i
字で表記して
あれば、文
字数は＋
l二字該ろ。
6大正一切経刊行会
昭五ニ・三
鎌倉時代語研究第
1愛知県立大学文学部論集2681と同じ。9ふ匹大蔵経」で一二八0行分
が二五六行分な縮められている。
10東洋大学短期大学紀要6
昭五0•三
nl
と
同じ。
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昭和五十六
年(-九八一）
（昭
和五十八年一月1十二月）
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七
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文」所収
1716
と
同じ。但し、
引用した文の「東大寺切」は「大東寺切」と
なっている。
18「三宝絵の編稟窓諜」
文学四三ノ三
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